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『治療的司法の実践　―更生を見据えた刑事弁護のために― 』
も好評発売中！

福祉的アプローチで
取り組む弁護士実務

＜司法と福祉の協働＞という視点から、
弁護士実務を1歩深める指南書！

司法と福祉の協働を実践する
弁護士らにより、債務整理事件
の依頼者が抱える問題に気付
くためのポイントなどをわかり
やすく解説。

具体的なイメージを掴むため
の架空事例や、執筆陣による
座談会も収録。

弁護士とともに活動するソー
シャルワーカーのコラムも掲載。

本書の特長

弁護士とソーシャルワーカーの協働を考える会 ［編著］
A5判・232頁 定価：本体2,700円＋税

依頼者のための債務整理と生活再建



依頼者の経済的破綻に潜む課題を解決し、今後の生活の再建を図る！
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第 1章／01　はじめに

はじめに

1 免責だけで本当に問
題は解決したのか

　破産法 1 条（目的）の
中に、「債務者について経

済生活の再生の機会の確

保を図ることを目的とする
」という文言がある。破産

法は、この「再生の機

会の確保」するための中
核的な手段として、免責

の制度を用意しており、

我々法律家も、この免責
決定を得れば、「再生の機

会を確保」したと考える

のが一般的であろう。

　たしかに、法律的にはそ
うかもしれない。

　しかし、免責決定を得た
だけでは、目の前の依頼者

が求めている経済生活

の再生を図ることはできな
いのではないか。本書は、

このような問題意識を

有する、弁護士とソーシャ
ルワーカーの協働を考える

会によって、執筆され

たものである。

2 生活習慣病としての
支払不能

　以前、筆者が受任した債
務整理事件に、以下のよう

なケースがあった（い

ずれもプライバシー保護の
観点から抽象化のうえ、多

少の創作を加えている）。

事例 1

月払 2万円＋ボーナス払
4万円×年 2 回（計 8 万円

）の自動車ローンを

支払っていた依頼者が、職
場のボーナスカットを機に

、今まで乗ってい

た車を売却し、新たな車を
月払 4万円の自動車ローン

で購入したことが

きっかけで支払不能に陥っ
たケース。
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事例 2

相続した財産を元手にギャ
ンブルにはまってしまい、

相続財産を使い果

たした後も借金でギャンブ
ルを繰り返してしまい支払

不能に陥ったケー

ス。

事例 3

洋服やバックを大量に購入
するためにクレジットカー

ドのリボ払を利用

し、そこから支払不能に陥
ったケース。

　事例 1は、計算していた
だければわかるが、前のロ

ーンの年支払総額は32

万円であり、新たなローン
の年支払総額は48万円であ

る。依頼者の説明によ

ると、「ボーナスカットに
なったため今の車に買い替

えた」ということだが、

収入が減ったため負担の大
きいローンに変えたという

ことになり、不合理な

説明となる。申立書の添付
書類である陳述書にそのよ

うな記載をすることも

できないため、打合せに
おいて、「月の支払が 2 万

円から 4 万円に増額にな

るくらいなら、月 2万円の
ままにして、毎月増える分

の 2万円を貯金し、こ

れをボーナス払に充てた
ら、ボーナスがなくても

支払に困ることはないし
、

むしろそちらの方が年支
払総額は少ないというこ

とを考えなかったのか」、

という疑問をぶつけてみた
ものの、依頼者は、筆者が

言っていることが全く

ピンとこない様子であった
。

　後で判明したことだが
、実は、この依頼者は、

境界領域知能（軽度知的
障

害とはいえないが、状況
によっては支援が必要な

程度）であり、抽象的な計
算

を特に苦手としていたため
、このような不合理な買替

えを行ってしまったの

であった。近年、例えば、
我々に身近な携帯電話の割

賦販売 1つとってみて

も、金融商品は複雑化し、
理解が難しくなっている。

一方で、このような境

界領域知能の方は、一見し
て知的な障害があるように

はみえないため（知的

障害の判定基準となる知
能指数は、脳の様々な能

力の平均値によって示さ
れる

が、この各能力の間には大
きな差が生じることもある

ため、通常の会話では、ま

るで知的な障害があるよう
にみえない依頼者が、実は

、抽象的な計算を特に苦手
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セスメントはしっかりと 

とっては真実である）、丁
寧に対応させていただいた

結果、後日、紹介

いただいた福祉職の方から
、あの法律相談を契機に本

人の障害受容が一

歩進んだように感じている
、というフィードバックを

もらったことがあ

る。法律相談という出来事
自体が、本人にとってはラ

イフイベントの 1

つなのである。こういった
福祉職の法律相談に対する

期待や、法律相談

につなげる想いについては
、ぜひ第 1章「04　福祉的

支援の中での債務

整理」をご覧いただきたい
。

⑵　相談時間の確保

　従来からの債務整理の法
律相談では、事前に相談者

に簡単な債権者一覧表

やカウンセリングシートを
作成してもらい、それらを

基に、弁護士が15～20

分程度の事情聴取を行って
法的整理あるいは任意整理

の方針を決め、受任に

至ることが多かったと思わ
れる。

　しかしながら、何らかの
福祉的支援が必要な人の債

務整理については、前

記のような従来型の法律相
談では甚だ不十分である。

福祉的な支援が必要な

人の債務整理案件で、事案
の真の解決を目指すには、

単に現に存在する債務

を整理するだけでは足り
ず、負債の背景にあるそ

の人の問題（＝障害、認
知

症、依存症、貧困、虐待
等）を把握して、それらの

問題にメスを入れる必要

があるが、そのためには、
様々な情報を収集する必要

があるからである。

　そのため、初回法律相
談は、 1 時間程度（相談

者の能力によってはそれ
以

上）を確保し、じっくりと
相談者と向き合うことが大

切である。なお、行政

機関や法テラス等の外部の
法律相談では、ほとんどの

場合20～30分の相談枠

が決められており、十分な
事情聴取をすることは困難

であるので、弁護士の

事務所で継続相談を行って
から受任することが望まし

いであろう。

⑶　詳細な情報収集を心
掛ける

　前記のような従来型の債
務整理の相談では、相談者

本人に債権者一覧表を

作成してもらうことが多か
ったと思われるが、福祉的

支援が必要な人の債務

整理ではもちろんのこと、
それ以外の債務整理でも、

相談者自作の債権者一

法律相談 
～アセスメントはしっかり

と

1 相談に当たって気を
つけるべきこと

⑴　相談前に準備すべき
こと

　後述のとおり福祉的支
援が必要な人（高齢、知

的障害、精神障害、発達
障

害、依存症、貧困、家族問
題等を抱える人）はもちろ

んのこと、そうでない人

であっても、自己の負債を
正確に把握できていない人

は非常に多い。そのた

め、法律相談に当たっては
、相談者に債権者からの請

求書や督促状を可能な

限り準備してもらうべきで
ある。

　また、相談者が日常的に
使っている預貯金通帳も、

相談者の収入状況や返

済状況等を確認する資料と
して有用であるので、準備

してもらうことが望ま

しい。

　行政や福祉機関等の支援
者から相談予約が入った場

合には、それらの支援

者から相談者に関する情報
を事前に得ておく方がよい

であろう。特に、障害

が原因でコミュニケーショ
ンに特性があるような相談

者の場合は、事前に情

報を得ておくことで、相談
をスムーズに行うことがで

きるであろう。

　弁護士からすればよくあ
る簡単な日常の法律相談で

あっても、福祉職

にとっては、本人に対する
支援を丁寧に重ね、本人に

とって 1番適切な

時期に、いわば、タスキを
リレーするような想いで、

法律相談へつなげ

てくる場合がほとんどであ
る。債務整理とは離れるが

、かつて筆者は、

福祉職の紹介で、統合失調
症の方から妄想を前提とし

た著作権侵害に関

する相談を受けたことがあ
る。最終的な回答は、仮に

権利侵害があった

としても時効期間が経過
しており損害賠償請求は

難しい、というもの

だったが、本人の気持ちに
寄り添い（統合失調症に基

づく妄想は本人に
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ワンポイント

事例：破産事件
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　客観的には同時廃止基準を満たさない事例であるのに、債務者が保有する
財産や債務者の浪費的な支出を見落としたことにより、同時廃止基準を満た
すものと判断し、管財事件となった場合の注意点（破産管財人に対する説明
義務、郵便物の転送、自由財産拡張等）について、債務者に十分に説明をし
ないまま同時廃止事件として破産申立てを行ってしまうと、どのような事態
が生じるだろうか。
　免責を得ることができるか、という最終結論だけでいえば、結論に違いが
出ることは滅多にないだろう。しかし、債務者が保有するすべての財産や支
出の内容等について漏れなく把握したうえで、当初から管財事件として申立
てていた場合と、管財事件となることを想定せずに申し立てていた場合とで
は、債務者本人にとって、破産事件の「プロセス」は全く違ったものになり
得る。このことについて、事例を通して具体的にイメージしてみよう。
　（※なお、登場する人物の名前はすべて架空のものである。）

1 　申立て

　荒井考太弁護士は、まだ破産管財人の経験のない新人弁護士だ。司法試験
で倒産法は選択しておらず、経験した破産申立てもまだ 2件で、いずれも同
時廃止事件だった。
　荒井弁護士は、令和元年 6月に、 3件目の破産事件を受任した（同月 6月
15日に受任通知を発送）。しかし、その依頼者である高井早苗さん（45歳）
との面談が苦手であった。
　早苗さんは、会社員の夫（49歳／手取り月収28万）と大学 2 年生の息子
（20歳）、高校 2年生（17歳）の娘との 4人暮らし。
　早苗さんは、出産後退職したが、専業主婦を経た後に事務職員として再就
職し、共働きを続けていた。しかし、平成30年末頃にうつ病となり、平成31
年 4 月から休職中で、現在は傷病手当金（約10万円）を受給しているとのこ
とだった。

事 例 破産事件

第1章

01 法律相談～アセスメントはしっかりと

債務整理の各段階で役立つ福祉的アプローチ

02 受任直後～真の原因の把握と手当て
03 申立ての準備～「見立て」の検証と定期的な面談
04 申立て～免責不許可事由がある場合の同時廃止申立て
05 破産手続開始決定後～申立人代理人が開始決定後に気をつけるべきこと
06 自由財産拡張～申立代理人の視点・破産管財人の視点
07 免責調査～申立代理人の視点・破産管財人の視点
08 事件終了後～問題解決のために免責後も関わりを持とう
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事例～破産事件ストーリー第3章

座談会～ソーシャルワークの視点を意識した債務整理について考える第4章

依頼者が抱える問題に
気付くための

ポイントが分かる！
ストーリーで

具体的なイメージを
掴みやすい！
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■宛先

第一法規株式会社

書店印

取 扱 い
この申込書は、ハガキに貼るか、
このままFAXで下記宛お送りく
ださい。

＊弊社宛直接お申し込みいただく場合、一回のご注文でお届け先が一箇所、お買い上げ合計金額5,000円（税込）以上のご注文は、国内配送料サービスといたします。
また、お買い上げ合計金額5,000円（税込）未満のご注文については、国内配送料550円（税込）にてお届けいたします。
＊消費税は申込日時の適用税率に依ります。

◎上記のとおり申し込みます。代金については、次に示す方法にて支払います。
　＊現在、弊社とお取引のないお客様につきましては、代金引換にてお支払いをお願い申し上げます。
　（いずれかを で選択ください。）　　□代金引換により支払います。　　□現品到着後請求書により支払います。

＊代金引換手数料について
　一回あたりのご購入金額
　（商品の税込価格+送料）の合計が

※送料・代引手数料を含む合計金額は、商品のお届け時に配送業者
に現金でお支払いください。その際、クレジットカードはご利用い
ただけません。

1万円以下の場合、300円+税
3万円以下の場合、400円+税
10万円以下の場合、600円+税

　　　　年　　　　月　　　　日

キ　リ　ト　リ　線

部数

お客様よりお預かりした個人情報は、納品や請求書等の発送・アフターサービス、弊社製品・サービスのご案内などの目的のために利用させていただきます。また、お客様の個人情報は、弊社
ホームページに掲載のプライバシーポリシーに基づき適切に取り扱います。なお、個人情報についての照会、修正・削除・利用停止を希望される場合、その他お問い合わせにつきましては、お問
合せフォーム（https://www.daiichihoki.co.jp/support/contact/contact.php）かフリーダイヤルにてご連絡ください。

お客様の個人情報の
取扱いについて
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定価4,400円（本体4,000円） 部治療的司法の実践 ―更生を見据えた刑事弁護のために― ［ ］058743
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